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	1 確認・報告事項
	(1) 第25回理事会議事録（学会HPご参照）が承認された
	(2) 2013年度通常総会議事録（学会HPご参照）が承認された
	(3) Summer JSPC 2013報告と収支決算について（資料１）承認された
	(4) JSPC優秀賞2013について(資料２、学会HPご参照)承認された
	(5) 2013合同ウィンターシンポジウム現況が報告された
	(6) 2014 Summerシンポジウム（2014年7月31,8月1日タワーホール船堀）準備状況が報告された
	(7) 2014 Winterシンポジウム（2014年12月5日富山国際会議場）が報告された
	(8) 第8回プロセス化学ラウンジ準備状況(2013年12月5,6日湯河原、満員盛況)が報告された
	(9) 第9回プロセス化学ラウンジ準備状況(2014年度) が報告された
	(10) The 3rd International Symposium on Process Chemistry [ISPC 2015]状況(20150713-15 Kyoto) が報告され、講演者の推薦が奨励された
	(11) プロセス化学会編集単行本（有機合成協会共同企画の現況、橋本企画）について報告された
	(12) 日本薬学会第134年会（2014年3月27-30日、熊本）シンポジウムについて報告された
	(13) 地区フォーラム（中国四国フォーラム2014年1月11日（土）、鹿島地区、富山地区）について報告された
	(14) 出前講義の実施報告(5件275冊)がなされた

	2 協議事項
	(1) JSPC表彰委員会から会則、細則の改正案が報告され、来年総会で承認後実施することが了承された。但し、3年任期に伴う全理事交代の事態を回避する案を前以て提案することとなった
	(2) 日印プロセス化学コンファレンス（31参加者　2014年1月29日−31日　Hotel Ramada on Juhu Beach，Mumbai）実施が了承された


